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健康寿命の延伸と生きがいづくりを目指すデイサービスです。多様な取り組みを行っています。
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第 京 季節の演出

季節の俳句

季節に合わせて掛け軸や絵画を週ごとに架け替えて、季節感
を楽しんでいただいています。

毎月、二月の俳句です。初めて作句する方もおられますが、
日常生活のさりげない風景を句に込めておられます。

京都SKYシニア大学「人生１００年・探
究心コース」で“認知症！？診断が４回
も変わったオヤジ体験談”をテーマに、
映画「折り梅」原作者、小菅もと子さん、
テーマ当事者で広島在住の竹内裕さん、
お二人の対談形式で行いました。その後、
京都市在住で若年性認知症と診断された
下坂厚さんにもお入りいただき、受講者
との質疑応答を行いました。竹内さん、
下坂さんに共通しているのは、認知症で
あっても、生きがいを持ち社会とのつな
がりがあることでした。下坂さんはカメ
ラを通して記憶をつなぎ、3/15～20、
京セラ美術館で写真展を開催されます。

正月（小松引き）
正月初めの子の日に外出して、長寿祈願
のため、小さな松の木を引き抜いてくる
貴族たちの遊びを絵にしています。

レクリエーション

生きがいと社会とのつながり

今も正月に
玄関先に根
の付いた松
を飾る風習
が京都に残
ります。

節分（大津絵）
恐ろしい鬼が､念仏を唱えて布施を乞いな
がら歩く姿を描いています。

梅花１
“東風吹かば匂い起こせよ梅の花 主なしとて春な忘れそ”
北野天満宮の祭神菅原道真が
詠んだ歌の掛け軸です。

梅花２
日本画家
浜田歓の
白梅図です。

風船を使ったレクリエーション
です。
皆さん、結構集中して真剣に
挑戦されています。

風船をクラブ
で打ち数字の
付いた場所に
落ちた点数の
合計を競いま
す。

風船を10個蹴り
何個赤枠の中に
入るかを競います。

ボーリングのピンを
ボールを蹴り倒します。

左から、小菅さん、竹内さん、
下坂さん

京都SKY
シニア大学
は、今年度
も５月から
始まります。


